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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は，材料の異なるコンクリート中の鉄筋の腐食発生限界塩分量を明示するとともに，数 10

年という長期的視点で考えた場合，鉄筋表面への酸素供給量が鉄筋の腐食状況を制御する最も重要

な要因となっていることを明らかにしたものであり，コンクリート工学，維持管理工学上寄与する

ところが大きく，博士（工学）の学位論文に値するものと認める． 

 

 

 

 

 

 

 


